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VI　再生絹綜に關する特許

（1）特許603虹大正十三年　　宮本i義藏　　　　　（工3）　同　89356昭和五年　　　李澤勝他二名

（2）特許70蝸2大jE十五年　　単澤　　勝　　　　　〔1の　同　89557　昭和五年　　　審多源逸外ヒ名

（3）同　71653昭和ご年　　P．P．　von　Weimarn　　（工5）同’bO955’昭和六年　　P．P．　vo6　NVemarn

（d）　　同　　78001　　昭昭三年　　　武藤留之助タト・一名　　　　　（16）　　同　　91910　　0召罪r1六年　　　　山准三三六」辣汐ト・一名

（5）　岡　78398　昭和三年　　　山i賀i盆三　　　　　（17）同　92307　昭瀦六年　　　那　i須外二名

（6）　同　80622　昭和四年　　武藤留之助外一一一一名　　　（ユ8）　特許公告3560昭和五年本多禮次郎外一名・

〔7）　同　80644　昭和四年　　　山本三六郎　　　　　（19）　同　　　3021昭和六年　’プリツツ外一呂

（8）　　同　　82721　　昭羽1四年　　　　　山　賀盆三三　　　　　　　　（20）　　Fn］　　　　　　5305　1；召＊n四勾三

（9＞同　86203昭和五年　P・P．．von　Weimarn　　　　　　　　　　　オスカP、＊N“ルシノ、ウセパ

（10）同　87244昭和五年　　即本三六郎外一名　　　（21）同　　　1667昭和七年　　堀久三郎

（11）　同　　872遷5　昭和五年　　　山本三六貝1監タトー・名　　　　　（22）　同　　　　　1717　昭和七年　　　　山　内　源登

（12）　同　88234　昭和五無　　　山本三六郎　　　　　（23）　圃　　　1018昭和一ヒ年　　蕪司市太郎

　　外國に於ける特許
（1）　　工）。　R・　1⊃at・　21コL871　　Folet　及　1）itzler　（1906）　（銅塩）

（2）F・　？gt・、440846　G・libert（1907）（銅醗）

（3）　D．R．　P．　93795「Adam　Mil！er（1897）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（置体中のgelatin6seとある撫ζ絹綜腺を用ひたのであらう）

（d），D．　R．　Pht．23039th　BaUtnmann　V．　Diesser（1go7）（購翼）

（5）　　D．　R．Pat．　258855　　工）iesser　（19ユ2）　（蟻醒）

（6）恥P・t・435156P・］1，…e（1912）（呂ツケ・噛＋蝋塩）

（7）U・　S・　A・．　？・t・・37騨B・　B・9・yJ｛・w・ki（1‘J21）（銅塩）

（8）D・R・P・t・510480，5220861．G．　F・b・ni・du・t・i・（1928）（燐酸）

（9）E・P・t・　3d9220　B・iti・h　C・1・nes・C・．（1930）（硫酸燐酸＋麹酸）

（10）E・　P・t’355161エG，　1“arbeni・d・・t・1・（tgBO）（液体ナンモ畠ア）

　VII・Vibroi耳の分散媒

A・アルカリ性金圏…圃容液

　1．硫酸昌ッケル十アンモ昌ヤ瓦斯十：苛性曹逮

　2．水酸化mツケル十アンモ昌ヤ水

　3。硫酸銅十グリセリン十苛性曹逮十グリセリン

4。フヱーウング液＋重硫酸曹達＋グリセリン

　5．水酸化銅十重硫酸曹逮十ロツフエル捕十グリセリン十アンモニヤ

　6。　詰き”姓…曹蓮十砂糖十ガく酸亜鉛

　7．　抽i籔性1距鉛
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　註・金脇アルカリ液を分散媒として用ふる時はフヰプロインの加水分解を防ぐ爲にアルカリ

　　の作翔を緩和せしむる様な物質を加ふる必要がある。或は溜度或は適當な方法に依りて分

　　解を出來るだけ少くする。

　B・　中性墾直の濃」享水溶液

　　1．硝酸マグネシャ

　　2．　i腕化カルシユウム十昇飛

　　　　鯉化マグネシウム＋昇衆、沃化曹達十沃化水銀

　　3，Li，　Ca，　Sr等のCl，1，　No3，　C10　CNSの蟄類

　融・Weimam氏に依るとフヰプロィンに封する中性盤の作用は分散凝圃共にホフマィスタ

　　ー系列o（Hofxneisterische　Reihe）に從お、といふ。

　C．酸　　　類

　　1，蟻酸（フオルマリンを力1ふ）

　　2・，燐酸

　　3・硫酸十燐酸十櫨酸（0°C以下で溶解して食櫨蟻酸等にて凝団してその凝固物をアルカ

　　　　リ土族の金鵬櫨溶液にて再・び分散して原液を作る。

　D．液休アムモ＝ア（溺アルヵリ又弱酸で前庭理を行ふ）

　VSXX，再生絹糸原液としてのW’ヰプ爵インゾルの性質

　1・金幡アルカリ液は比較的容易に且力1水分解を起す事なくaフヰプロィンゾルを作り得るも

　　ゾルを貯藏する事困難にして治激にブ川水分解を來し易し。然しながら適當なる保護物質を

　　加ふる罫によ1）て或る程度まで加水分解を防ぎ得るものなり。

・2・　中性i瞳の濃i厘水1容液に依るときはフヰプロインゾルは長い闇貯藏しtt尋るがこの事は中性

　　櫨によるゾルの最も有利な黙である。然しながら一ffarris　and　Jolinsonによると中性號

　　し（LiBr　50劣（〕a（GNS）270ヌ6）に依るフヰプロインゾルは杢1窒素の4。9％がamino体の

　　窒素であると報告して居り又猪飼氏も中性號麹竃に依りて分解し易いアミノ酸が絹申に存在

　　てゐる如く槻察ぼられて居り中性整と難もフヰブUインの分解を起す事なく分散せしむる

　　事は困螺iの如くである。倫本法に依る時は薄膜に依る誘折乃至は限外濾過EleGLrodia1謳五β

　　等に依つてi瞳類を除く必要がある0

　3・中性撹及び金驕アルカリ壇の優劣に關しては一概には論じ難く共汝特徴と欠黙とを有し

　　分散媒としてゾルを作る事のみに就て比較すれば中性櫨の方が高便の如く考へ得られるも

　　明言L難く喜多博士が星野氏及月1瀬氏の報告に封して　『誇張か無智によるものであるが此

　　の方法を除いては注目に値するものがない様に主張せられて居る」　と批評せられてゐるも

　　喜多氏自身何故に中性蠕誕が優邊なるか論及されてゐない。

　4．他の方法に關しては著蔚共の興休的方法を知らす文獣もなく論じ難し。

　IX．凝　　固　　謝

　分散媒に依り共に異り金鵬アルカリ縛を分散媒とする時は酸を主飼としンK性蜷の時は同様に

rレ陛掴に依るか弱酸1で依るべし。術フヰプロインは分子量が大であむ共の他化學硝造が複羅で

あるから凝固は急激にするよりも徐々にする方有利の如く從つて一浴法より二浴法が優れてゐ

るものの如し。

　x・探　　　算

工業的結果よりの撒寧なく且織物原料界の動揺激しき現在敢て省略す。
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　X「　再生絹綜の性質

躍進の申途にあるものなれど畷表されたるもの及び瀦の贈せる結果にオ詫て言戯する。

　　　　第一表絹業試騎調査（セリメーター及・・t・IJグラフに依る）

供綿 ﾛ墾墨勤・明・・度・％）陣搬「剛徽1醜臨
　　A　　　　　　　　　　　　　 94t　　　　　　　　　O。59

　　】L3　　　　　　　　　　　　　　8〔｝　　　　　　　　　2．22

生c 氏@2劉　1：二1
　　　　　　　　　　　　1

　　　　第二表　喜多源逸氏獲表

27．8

26。0

17．6

20．0

O，872

3．コ82

1．430

4．757

0，327　　　　　　　2．667

1．295　　　1　　　2．457

0．89。1、．62。

…57
P・・3・3

．　　　　　一．．　　ll　　・93・　　1　現左

ua　　度　（9！d）　　　　・．45　　　　、．95　．c6．0

伸　　　度　（％）　　　　27．2　　　　dO．0　　35．O

第三表薬氏成績　　　　　第四表本校の成舐著者の麟）

張　度・ll・・／・・1・一・　　一”－1「冨淡睡通
flll @度1（％・1・5－・5　強度（9，d）

伸　　度（％）

2．35

42．2

工．2’一’1：1

　工8－30

’第　五　表　再盈絹練を中心とせる織物原料の強仲度（萩原式セリグラフに依る）

＿＿一一

@　　　　　　Il羊　　　毛」　木　　　綿　1ピスコースi天　　絹i絹　　rw　l再　　絹

彊力（9／d）’0・52　　2．69　1．26　3．。6　　1．3
伸　度（％）　　19　　8　　ユ8　　、2　　6
強　　性　　0・31　　－　　0．48　　1．39　　＿

　　　　第　六　表　種々なる人絹及び天絹と再絹との漁潤時に於ける強力伸度

1，－2．1

26－－3th

1。17－O．27

ビスコ　ー　n絹
ペ　　ン　｛t　ル　　グ　絹

リリヱンフエノレド絹

アセテ　ー　ト絹

天　　　　　　　絹

天　　　鎧　　　絹

柞　　　獄　　　絹

r再　　　生　　　絹

悔力・・／・・1伸度（％）陽力，、藏ダ
1　ユo司．6

　　1．－1．3

　　4，一・　6

　　1，2－1．8

　　2．8－3．5

　　　3．81

　　　3．25

　　　1－2

20・一一28

20・一一26

20－一一20「

コ8－22

18－24

25．9

19．生

15一生0

50－70％減

　　同
　　同
30－40％減

20－25％～戌

20減

20減
40－一・－70減

40％総

　　同

　　同

30％壇

10％ゴ曾

7％梅

25－35％艦

35－70％摺

比　重　　1・36　L26　・・5・　　再　　　絹　4．6。　3、6
次分i°・66　…s　・・37　麟・ヰプ・イ・　・．・5　5．15

鋤表眺繍の腫及畝分　　鋤表磁繍ゐ雌渡（・一べ灘て・Uli」定）

．IL肇i塑1妄菊一分鰍　iい・分刺・轍
　　　　1
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　　紘　フヰプロインの発全に再生せられざるを示すo

櫻田一郎氏が曾田氏の溺母に就てX線研究を行ひXeる結果ミセノ励湘當よく1鎌働1ゆ方殉に

配列してゐる鶏が認められるが天絹に及ばざる事が朋瞭であつて天絹に比し幾分非結晶質のも

のの量が多い事が認められる。

　xxx．総　　　括

　激年前より研究されてゐた再絹も昭和六年に至り果然問題とせられ研究報告及製品が世に長il

で實験室研究が中間工業實験に向つて居るも世界的不況に鍋せられてゐる。が～品の性質は，ビス

コー一ス絹紡より優れてゐるも天絹に及ばす殊に漁潤時弧仲度に方急て劣る叉探螺に於て多くの困

難と研究とを必要とし品質の齊一一・一一性に於ても障碍があるものと考へられる。最も困難なる問題

は原料聞題にあり原料高と同一性質の原料を多量に得る事の殆んど不可能に近い黙である。然

しながら朋日を約束されてゐる仕事であらう。　（Juue工・1932）

養獄、製綜、紡績、織物並莫大小、人遭絹綜並摸造緻維、

精練並仕上、及び染色等に關する特許

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濱　　　　　香　　三

昭和7年1月6日より同年9月12日迄に於ける表題の事項に關する特許を列記せば次の通りであ

る。

亙・養獄、製綜に關するもの

特許番號　　　　畿明の名租　　　　　　　　　　　特Hi：番號　　　　畿明の名聡

第93879號　緒綜繭自動補給装置　　　　　　　　　　第95085號　肖働繰綜機

第93880號　　緒系糸繭自1動挙甫給装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第95196號　　添緒装置

第9義Ol．2號　粒繭補給装置　　　　　　　　　　　　　鶉95200號　涯緒装置

第94013髭虎　　接緒器昌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第95232號　　繭解公予法

第9（LO52貌　　 集fkts器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第95282量1轟…　　系看…條斑検査法　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

第9生06盛量虎…　　厚亨襟緒繭交番、1楡i逞蓮芝橘｝　　　　　　　　　　　　　　　　　第95285號　　」二籏襲慶呈

第9虹09慌　繰綜定長装罷　　　　　　　　　　　　　第95286號　上籏装置

第94176號　繭毛朋取機　　　　　　　　　　　　　　　第95367號　接緒装既

繁9娼憩號　差働綾振襲置　　　　　　　　　　　　　第95難0脱　抄緒移迭装既

第9磁73號　慧繭解静」曾進法　　　　　　　　　　　　第95522號　停棘自菰繰綜枠廻穂襲置

第9姉i8號　檸沈象用多條式繰縣鍋　　　　　　　　　　第95523號　繰綜枠横動防止装澄

第9藍527號　　 繰系糸襲擢豊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第95582號　　 醸「切機械

第9庄531願…　浸透煮繭方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第95588號　　妄裳酵街法

第94671號t水ノ硬性ヲ低減スル方法　　　　　　　　　第95591號　緒繭流迭製践

第94689號　　索縮装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第95671競　　＿ヒ籏紅斐三超芒

第94787號　繭切機械　　　　　　　　　　　　　　　　第95713號　煮繭方法

第94851號　鵬力嚢生齋Uノ通路ヲ巨i働的二阻止スル　　　第95744號　i野慧繭繰綜法

　　　　　贋霧器＝於ケル塵力畿生装置　　　　第95763號生繭乾燥法

第9d92d號　綾掘装置　　　　　　　　　　　　　　　　第95HO5｛舞　接締方法

第95024號　煮繭槽二於ケル仕切装置　　　　　　　　第95815盤　繰締ノ張力ヲ減ジテ捲111ル方法

第95057號　　籐製造悉麗　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　第95912號　　系糸條検≡査i装綬

第95060號　繰綜絡交装1詮　　　　　　　　　　　　　第95933競　繭自動切開オ幾




